
 

 

 

 

 

どうしても今、セカイへ伝えたい 

「よこはま子どもピースメッセンジャー」 

「子ども実行委員」を委嘱します！ 
 

「よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト」本選で市長賞を受賞した児童生徒４名を、「よこはま

子どもピースメッセンジャー」に委嘱します。また、コンテストに出場した全 38 名を、よこはま子ども国

際平和プログラム「子ども実行委員」に委嘱します。 

国際平和への思いをまとめた「よこはま子どもピースメッセージ」や「国際平和募金呼びかけ動画」の

作成、国際機関等の事務所を訪問するなど、年間を通して様々な活動に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 委嘱式 

(1) 日 時：令和６年８月 23 日（金）14 時 15 分～15 時 15 分 

(2) 場 所：横浜市庁舎 31 階 レセプションルーム 

(3) 内 容：山中 竹春 横浜市長からの委嘱状交付 

       山中 竹春 横浜市長と子ども実行委員との懇談 

(4) 「よこはま子どもピースメッセンジャー」委嘱予定者 

市場小学校けやき分校 ６年 志
し

村
むら

 優
ゆう

妃
ひ

 さん 大道小学校 ６年 加
か

藤
とう

 夢
ゆめ

丸
まる

 さん 

潮田中学校 ３年 林
りん

 睿
るい

騰
てん

 さん 西谷中学校 ３年 イグウェ ケイト友
ゆ

菜
な

 さん 
 
(5) 「子ども実行委員」委嘱予定者 

  「よこはま子どもピースメッセンジャー」４名を含む 38 名の小・中学生に委嘱します。 

２ 今後の主な活動予定 

(1) 「よこはま子どもピースメッセンジャー」としての活動 

 ・ユニセフ東京事務所、公益財団法人日本ユニセフ協会訪問 ９月下旬 

 ・ニューヨーク国連本部、ユニセフ本部、国連国際学校訪問・交流等 10 月中旬 

 ・山中 竹春 横浜市長への活動報告 12 月上旬 

 ・よこはま子ども国際平和シンポジウムへの参加（登壇・活動報告等） 12 月上旬 

 ・横浜市ＥＳＤ推進コンソーシアム交流報告会での活動報告 １月下旬 

【裏面あり】 

令 和 ６ 年 ８ 月 1 6 日 
教育委員会事務局小中学校企画課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

 

令和６年度 よこはま子ども国際平和スピーチコンテスト本選の様子 

（左上段：小学校の部 市長賞受賞者、左下段：中学校の部 市長賞受賞者、右：小学校の部 集合写真） 



 

 

(2) 「子ども実行委員」としての活動 

 ・「よこはま子どもピースメッセージ」の作成 ８月 23 日（金） 

 ・ユニセフハウス施設見学 11 月下旬 

 ・「国際平和募金呼びかけ動画」の作成等 11 月～12 月 

 ・ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金活動 12 月中旬 
 

３ 市長賞、教育長賞、審査委員長賞 受賞者一覧 

＜小学校の部＞ 

賞名 区 学校名 学年 氏名 スピーチタイトル 

市長賞 
鶴見 市場小学校けやき分校 ６ 志

し

村
むら

 優
ゆう

妃
ひ

 みんなが安心して生活できる世界に 

金沢 大道小学校 ６ 加
か

藤
とう

 夢
ゆめ

丸
まる

 恐怖のない世界にするために 

教育長賞 
保土ケ谷 桜台小学校 ６ 吉

よし

田
だ

 優
ゆう

 もう一人の家族 

青葉 奈良小学校 ６ 中
なか

井
い

 瑠
る

美
み

奈
な

 世界を「感謝」でいっぱいに 

審査 

委員長賞 

南 中村小学校 ６ ウェドロック さくら ジョーン みんな違って、いいんだよ 

港北 師岡小学校 ６ 横
よこ

山
やま

 泰
たい

俐
り

 みんなが胸を張って生きられる世界へ 

 
＜中学校の部＞ 

賞名 区 学校名 学年 氏名 スピーチタイトル 

市長賞 
鶴見 潮田中学校 ３ 林

りん

 睿
るい

騰
てん

 違いが救った命 

保土ケ谷 西谷中学校 ３ イグウェ ケイト友
ゆ

菜
な

 知る責任と語る責任 

教育長賞 
神奈川 錦台中学校 ３ 鈴

すず

木
き

 歩
ほ

々
ほ

実
み

 未来のあたりまえ 

青葉 山内中学校 ２ 堀
ほり

切
きり

 さくら きょうだい児の私が繋ぐ未来への架け橋 

審査 

委員長賞 

南 藤の木中学校 ３ 青
あお

木
き

 俐
り

心
こ

 伝えたい事 

都筑 中川西中学校 ２ 浅
あさ

見
み

 音
おと

羽
は

 海から届いたメッセージ 

※ 市長賞、教育長賞、審査委員長賞以外の出場児童生徒は優秀賞受賞者です。 

 

チーム名が決まりました！ 

「よこはま子ども国際平和プログラム」に参加するすべての児童生徒が、それぞれ違う学校に通ってい

ても仲間意識をもち、行動した自分にいつまでも誇りをもつことができるように、児童生徒の投票により

チーム名「BLUE VOICE（ブルーボイス）」に決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

【取材について】 

  取材いただける方は、８月 22 日（木）17 時までに下記お問合せ先に御連絡の上、当日横浜

市庁舎 31 階レセプションルーム前に直接お越しください。なお、取材・撮影等にあたっては

現地担当者の指示に従っていただきますよう、お願いします。 

 

 

お問合せ先 

教育委員会事務局 小中学校企画課長 高橋 義成  Tel 045-671-3233 
 

◀児童生徒からは 

「青は空の感じがして、見上げれば一緒という感じがする」 

「私たちの声を届けるだけでなく、“地球からの SOS をきく”という

意味もあると感じたから」などの意見がありました。 


